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序

安中市は群馬県の西南部に位置し、妙義山の東麓に広がる緑豊かな田園都市で

す。市内を流れる碓氷川とその支流によって形成された河岸段丘上には、悠久の

昔から私たちの祖先が残した遺跡が数多く存在しています。また古来より交通の

要として栄え、古代律令制下の官道である東山道、近世の中山道、そして近代に

はアプト式鉄道に代表される鉄道施設等、多くの歴史遺産を有しています。これ

らの遺産は国民共有の財産であり、後世ヘ正しく伝えることが私たちの責任であ

ると考えています。

今回報告する「蔵人城跡」は、安中市中秋間地区にあり、秋間丘陵の分岐丘陵

である後閑丘陵の東端部、秋間川を望む小尾根につくられた中世の並郭式山城で

す。発掘調査は大規模太陽光発電所建設に伴い行われました。調査によって、今

回の開発の前に行われていたゴ、ルフ場造成に伴い、山城の遺構の多くが削平され

ていたことが確認されました。当時のはっきりとした遺構の検出はできませんで

したが、削平された事実が確認できたこと、また当時の遺物が採取できた事など

の成果がありました。

このように調査を一つ一つ積み重ね、歴史を正しく記録して後世に伝えていく

ことが重要な責務といえます。本報告書が蔵人城跡だけでは無く、秋問地区を始

め安中市域の歴史を解明する一助となり、幅広く活用されることを願います。

最後に、調査に参加していただいた皆様、報告書刊行にご協力・ご指導をいた

だいた多くの方々に厚く御礼を申し上げ、序といたします。

平成 30年 3月

安中市教育委員会

教育長桑原幸正
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第 1章 調査に至る経緯

平成 28年 8月、土地所有者であるローズベイカントリークラブより、大規模太陽光発電所建設に係

わる埋蔵文化財の取り扱いについての照会があった。事業地は埋蔵文化財包蔵地内であり、蔵人城跡が

存在することから、事業実施に先立ちそれらの取り扱いについて事前協議を実施する必要のある旨を伝

えた。

その後、事業主である株式会社クリーンエネルギー研究所、設計業者である株式会社ソ←コーと市教

育委員会の間で文化財保護のための協議を行った。協議においては、文化財保護のための計画変更を含

め再三にわたり行われた。しかし、計画変更を行っても埋蔵文化財への影響は避けられないことから、

当初の計画どおり事業を実施することとなった。そのため、発掘調査による記録保存の措置を講ずるこ

ととなった。

発掘調査については、事業主が民間調査組織での対応を望み、株式会社測研との契約を行ったため、

株式会社クリーンエネルギー研究所・株式会社測研・安中市教育委員会の三者において「大規模太陽光

発電所一ピッククリーンエネルギ一群馬発電所に伴う埋蔵文化財発掘調査の取り扱いに関する協定書」

を取り交わした。

その後、安中市教育委員会の指導の下、記録保存の調査が行われた。

第 2章 遺跡の位置と環境

第 1節 遺跡の位置と周辺の地形

蔵人城跡は、安中市中秋聞に所在する中世の並郭式山城である。本遺跡の所在する安中市は群馬県南

西部に位置し、東西方向に細長い形をしている。関東平野の北西端部にあたり、東側の標高が低く西へ

向かつて高くなる関東平野から関東山地へと移行する場所である。中秋聞は安中市の東部に位置してお

り、安中市街地から北西約 2.3krnの場所にある。中央付近を秋間川が西北西 東南東方向に流れ、秋間

川に沿うように県道 215号線(恵宝沢原貝戸線)が横断している。

本遺跡は、高崎市との境をなす秋間丘陵の分岐丘陵である後関丘陵の東端部に立地する。後閑丘陵は、

南側そ碓氷川の支流である九十九川で、北側と西側を九十九川の支流である秋間川と増田川で形成され

た谷底平野に挟まれており、東側を頂点とした東西方向に細長い三角形状を呈する。丘陵のやや西側を

後関川が北西 南東方向に流れており、丘陵を東西に分けている。標高約 350mよりも低い丘陵東側

は開析が進み、小さな谷が多数形成されている。本遺跡は秋間川に面した南南西 北北東方向に延びる

小尾根上に位置しており、北側の谷底平野との比高差は 40mほとである。本調査区の現況はゴ、ルフ場で、

標高は 200~ 208 mである。中央部が最も高く、尾根の進行方向において付け根及び先端の両方に向かつ

て低く傾斜している。

第 2節周辺の遺跡

群馬県安中市は、東山道や鎌倉から武蔵国・上野国の国府を通り碓氷峠を経由して信濃国へと至る鎌

倉街道上道が東西に走っており、古来より交通の要衝であった。 16世紀後半には上杉氏、武田氏、北

条氏による勢力争いが繰り広げられ、武田信玄は弘治三年 (1557年)の瓶尻の戦いから西上野への侵

攻を開始した。西上野侵攻の目的は、西上野最大の箕輪衆長野業正を服属させ上杉謙信の関東経営を阻

止することであったことから、箕輪城を攻め落とすために信濃から上野への通り道である安中地域を抑

えておく必要があった。このような当時の状況は中世城館跡の分布状況にも反映されている。

安中市の中世城館跡の分布状況は大きく 3つの地域に区分することができる。 lつは西からの進入

ルートを抑える場所である碓氷川と九十九川に挟まれた台地(低位段丘)、 1つは先述の台地を望む場

所である碓氷川右岸の河岸段丘上、 lつは秋間川涜域の谷底平野を見下ろす位置である秋間川両岸の丘

陵上である。蔵人城跡は秋間丘陵の分岐丘陵である後閑丘陵上に位置していることから、秋間川涜域の

丘陵上にある中世城館跡について概観したい。

秋間川流域の丘陵上には 11城の城跡と 1軒の居館跡が築造されている。それらは秋問地域城を形成

すると考えられ、飽間氏がその地域を治めていた。主体となる城は秋開川左岸の東上秋閏馬場にある内
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出城跡(第 1図5、以下第 1図略〉であり、秋間川上流最奥の茶臼山城跡(2 )は詰の城となる。 2つ

の城の中聞には般若沢城跡(3 )があり、般若沢城跡と内出城跡のほぼ中閣の対岸には小屋城跡[伊豆

村城跡] (4) がある。秋間川下流左岸の辻城跡[雁又城跡] (11) と右岸の蔵人城跡(1 )は地域城

域の入り口を抑え、背後にはそれぞれ礼応寺城跡[二城] (7)、八貝戸城跡 (6)が控えている。蔵人

城跡の東には秋閉館(12)がある。これらの城館跡は秋間川流域の低地そ見下ろす丘陵先端部に造ら

れている。ネL応寺城跡の北側丘陵頂部付近に若荷沢の砦(8 )、丘陵頂部に御巌山の砦(9 )、雑郷城跡

(10)があり、これは遠く広範囲を見張るためのものと考えられる。内出城跡は吉良氏・飽間氏、茶臼

山城跡は飽間氏、辻城跡、蔵人城跡、ネL応寺城跡、八貝戸城跡はそれぞれ秋間七騎の赤見藤九郎、島崎
蔵人、東城但馬、深堀藤右衛門が城主であると伝えられている。蔵人城跡と赤見藤九郎が守っていた礼

応寺城跡は永禄六年(1563年)に武田勢の那波無理之助によって攻め落とされている。

安中市内に分布する中世城館跡は、築城時期や築・在城者が明確なものが少ないが、ほとんどの城館

跡が 16世紀後半の上杉氏、武田氏、北条氏による勢力争いが展開されていた時期のものと考えられ、

その存続期間は短く、武田氏が滅亡した後は急速に衰退し廃域となっている。

第 3章 調査方法と調査の経過

第 1節調査方法

蔵人城跡の発掘調査は、大規模太陽光発電所の建設に伴い削平され消失してしまう部分において工事

を行う前に実施した記録保存調査である。したがって、削平される尾根の標高 201~ 202 mよりも高

い部分が発掘調査の対象となった。調査範囲は北側、東側、南側及び西側の南部約 114が標高によって、

西側の残りがマッピングぐんま(遺跡・文化財)の蔵人城跡の遺跡範囲によって決定された。現地での

調査範囲の設定は、縮尺の小さい工事用設計図面を基に座標値を割り出して行った。現地には蔵人城跡

の遺跡範囲が提示されておらず、図面上の 1mmが実際には 4m弱になることから、遺跡範囲に関しては

数m程度の誤差が生じているものと思われる。調査区の形は現状の尾根の形状に即したものとなってお

り、調査面積は約 4，500ばである。

遺構の確認は、試掘調査が行われていなかったため、調査区北東端部の丘陵頂部にトレンチを入れて

土層を確認し、それを基に重機によって表土掘削在行い、にぶい黄褐色系統の土 (N層、第4章基本土

層参照)上面を人力で鋤簾を用いて削り遺構確認作業を行った。しかし、尾根南東斜面及び調査区中央

部の尾根頂部はゴルフ場造成時に盛土されており、その盛土は丘陵を削ったと思われる土在使用してい

たことから地山と非常に似ており地山と誤認してしまった。

尾根南東斜面の埋没谷は、遺構と判断したものを半載した際に盛土が残っていることが確認されたた

めその存在が判明した。調査区東壁際にトレンチ掘削を行い状況の確認を行った後、安中市教育委員会

と協議した結果、尾根南東斜面は急傾斜であるため重機が入って掘削を行うのは危険であることも考慮

し、 トレンチ調査を行い埋没谷の範囲在確認することで良い、ということになった。調査区中央部の尾

根頂部は基本土層の断面図を作成するためトレンチ掘削在行ったところ盛土が残っていることが確認さ

れ、再度重機による掘削を行った。

遺構の掘り下げは、土坑・ピットは平面形や大きさに応じて適宜半蔵位置及び十字ベルトを設定し掘

り下げを行った。埋没谷は現況の地形から谷の形状を想定し、上場が確認できると思われる場所にトレ

ンチを設定し掘削を行った。トレンチの中には想定を誤り谷の内側に位置するものも見られる。

遺物の取り上げは、今回確認された遺構では図化及び座標値測量を必要とする遺物が出土しなかった

ため、すべて遺構覆土で取り上げた。遺構外出土遺物は、調査区そ中央部の尾根頂部平坦面及び南東斜

面、その北東側の尾根及び北西・南東斜面と、南西側の平坦面及び南東斜面の 3つに分け、北から I区、

E区、 E区で取り上げた。

遺構の記録は、遺構実測図作成及び写真撮影を実施している。遺構実測図は、光波測距儀を用いて全

体図を 1/500及び 1/200、遺構平面図を 1140、遺構断面図を 1/20の縮尺で図化した。ピットは土層

断面図を作成せず、土層注記・断面写真撮影後に完掘したが、必要に応じてエレベーション図を作成し

た。地形測量は、遠隔操縦式の小型無人航空機(ドローン)を用いた空中写真測量を行って図化した。

写真撮影は、約 1，800万画素のデジタル一眼ノンレフレックスカメラを使用し、同一カットそ 3枚 l単
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位で露出を変えて撮影を行った。空中写真撮影は遠隔操縦式の小型無人航空機を用いてデジタルカメラ

で撮影を行った。

第 2節調査の経過

調査日誌抄

平成 29年 4月 3日 調査範囲設定、発掘調査道具搬入、プレハブ・トイレ搬入。

平成 29年 4月 4日 表土掘削開始。

平成 29年 4月 5日 作業員雇用開始、遺構確認作業開始。

平成 29年 4月 6日 遺構精査開始。

平成 29年 4月 18日 表土掘削終了。

平成 29年 4月 21日 調査区北東部埋没谷トレンチ調査開始。

平成 29年 4月 24日 安中市教育委員会千田氏来跡、埋没谷の調査方法在確認。

平成 29年 4月 25日 遺構精査終了、南東部埋没谷トレンチ調査開始。

平成 29年 4月 27日 重機によるrr.rn区の盛土再掘削開始。
平成 29年 5月 1日 重機によるrr.rn区の盛土再掘削終了。
平成 29年 5月 10日 埋没谷トレンチ調査終了。

平成 29年 5月 11日 空中写真撮影実施、安中市教育委員会千田氏来跡、調査終了を確認。

平成 29年 5月 12日 発掘調査道具片付け、搬出。

平成 29年 5月 16日 プレハブ・トイレ搬出。

平成 29年 5月 19日 空撮の対空標識回収、発掘調査終了。

第 4章 確認された遺構と遺物

第 1節蔵人城跡の概要

蔵人城跡は、後閑丘陵東端部北縁の秋間川を望む小尾根に造られた並郭式山城である。築造年代は不

明であるが、 16世紀後半戦国時代の上杉氏・武田氏・北条氏による勢力争いが行われていた時期のも

のと考えられる。永禄六年 (1563年)に武田勢の那波無理之助に攻め落とされ、その後廃城となって

いる。秋間七騎のひとり島崎蔵人が城主であったと言われており、域名の由来になっている。

山崎一氏によって現地踏査を基にした精密な略測図が作成されており、『群馬県古城塁祉の研究 下

巻~ (1972年〉、『日本城郭大系 4~ (1979年)に城跡の様相が記されている。前者には「本丸とその南

の郭とは下郭よりも~Om以上高い、この二つの郭の連絡のため共通の腰曲輪が西側にある。本丸の北

にも腰曲輪があり、東北に二つの堀切りに挟まれた一小郭を距てて長さ一二Om、幅二五mの下曲輪が

ある。これ等の五郭は東北一西南に弧を画いて並び、東南側は急傾斜し登るのに困難である。北西側に

は数段の腰曲輪がつき、追手は北、揚手は南で、北の中腹に喰違い構造の虎口があり、土居が遺っている。

城の南北は二五Om、北端の幅一五Omで、三角形をなす。」、後者には「北から南に突出する尾根の先

端に二五mX 六Omの本丸があり、南に堀切を界して方二Omの第二郭が並ぶ。本丸の北~Om下に三

日月形の腰廓が付き、東北一四Omの所まで三段の郭が延びる。その西北に数段の腰廓が重なり、北に

追手虎口そ構えている。」と記載されている。

蔵人城跡は過去に発掘調査が実施されている。『安中市史 第四巻 原始古代中世資料編』の中世城

館牡一覧に「昭和五六年発掘調査(県教委)。一部を残し消滅。」との記述があるが、発掘調査成果の記

述や発掘調査地点などの図面はなく、発掘調査の詳細は不明となっている。

第 2節 遺構の分布と基本土層
遺構分布 今回の蔵人城跡の発掘調査では、士坑8基、ピット 11基と、ゴルフ場造成時に埋められ

た谷地形(埋没谷) 2か所が確認された。 5号土坑と 8号ピットは調査の結果、造成時の盛土面で確認

されたもので現代遺構と判明したが、カクランとはせずに報告した。その他の遺構については、発掘調

査範囲内の尾根上部はゴルフ場造成時に削平された状況が確認されたこと、遺構からは遺物が出土しな

かったことから、時期の判断はできなかった。すべての遺構は尾根頂部が北東方向へ低く傾斜する I区
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CID 

N-A 

九一一主宰
。

1: 50 2m 

E区 仁三と二三IIi;Bi
ト一一-一一汗可:ni卜112-D3

N-D 

10YR3/3 暗褐色国質土しまり弱粘性弱表土、芝生の床士。

lOYR3/2 黒褐色副質土 しまり中 粘性弱ゴルフ場造成時の盛土。際〔φ5

mm)也、豆、灰黄褐色土ブロック(φ5cm)・牒(ゆ 1cm)微量吉む。磁(φ挙大〕あり。

rr 2 -A . lOYR6/6 明黄褐色砂しまり強粘性なしゴルフ場造成月の盛士。磁〔φ3cm.
ゆ1cm)微量含む。

rr 2 -B 1 . lOYR7/6 明黄褐色国質土 しまり硬い粘性弱 ゴルフ場造成時の盛土。阪黄色
粘土ブロック(φ1cm)少昼、傑(φ5crn)微量吉む。

rr 2-B2. lOYR6/3 にぶい黄櫨色砂質土 しまり硬い粘性弱ゴルフ場造成時の盛土。磁
(φlcm~3cm)少量、灰黄色粘土ブロック(ø 5冊)微量吉む。

n 2-B3. 10YR61日明黄褐色目質土 しまり硬い粘性弱ゴルフ場造成沖の盛士。灰黄色
粘土(ゆ 1cm)少量含むc

rr 2 -D 1. 10YR5/6 黄褐色土しまり強粘性弱ゴルフ場造成時の盛土。
rr 2-D2. 7.5YR3/4 暗褐色士 しまり硬い 粘性弱ゴルフ場造成時0;盛土。褐色士粒仏、

足、白色位微量含む。

rr 2-D3.10YR5/6 黄褐色土 しまり硬い粘性弱 ゴルフ場造成時の盛士。樟色土7ロッ
ク〔φ5mm)、白色位(φ1cm)微量吉む。

rr 2 -E . lOYR5/6 黄褐色砂質士 しまり強粘性弱 ゴルフ場造成時の盛土。椅色土粒
微量古む。

rr 3-B 1. 10YR5/2 灰黄褐色砂 しまり強粘性なしコルフ場造成時の盛上。灰黄褐色士
ブロック(ゆ 3cm)少量、隣(φ3cm)微量含む。

n 3-B2. lOYR3/1 黒褐色砂 しまり強粘性なしゴルフ場造成時の盛士。磁(φ3cm)
微早合む。

rr 3-B3. 2.5Y7/4 浅黄色砂 しまり硬い 粘性なしゴルフ場造成時の盛二二ゐ磁(ゆ lcm)
多量含む。

rr 3 -D . lOYR4/2 灰黄褐色砂質土 しまり硬い粘性なしゴルフ場造成時の盛土。
褐色土フロック(φ5cm)・軽行粒少量、明黄褐色土フロック(ゆ 3cm)・椅色上ブロック

(φ1 cm)微量含む。

1lI 1 . lOYR3/3 暗褐色シルト質砂 しまり強粘性弱明黄褐色士ブロック〔φ1cm)、

}j，黄色粘土ブロック(φlcm~3cm) 牒(φ5mm)微量含む。南西部埋没谷 5Tで

確認。

1lI 2 .10YR4/4 褐色シルト しまり強粘性弱明黄褐色土ブロック(φ1cm)世量、炭

化物(ゆ 5mm)微量、灰黄色枯 tフロック(φ1cm)ごく微量青む。北東部長草没谷東壁
T、南西部埋没谷5T'6T-12T-13Tで確吉弘

N -A . lOYR6/4 にぶい黄褐色砂しまり強粘性なし磁(φ1cm)合豆、藤(φ3cm)

微量肯むo

N-C . 2.5Y6/6 明黄褐色砂 しまり中粘性なし倍色砂粒上部こ少量含む。

N-D .10YR6/4 にぶい黄燈色副質すて しまり硬い 枯性なし 白色粒大量、砂粒'"阜、

!こぶい黄褐色士粒斑状に少量・白色粒〔φ5mm)少E含む。
N-E . 2.5Y6/4 Iこふ、、黄色砂しまり強粘性なし浅黄色砂(φ5 ß1m~ lcm)少号、

樟色士粒・磁(φ1cm)微量含む。

N-F lOYR5/4 にぶい黄憧色砂T霊土 しまり強粘性なし磯〔拳ユミ)多量、隣(φ20

cm)微量吉む。

V .lOYR51日黄褐色砂質士 しまり強粘性弱 白色粒微E吉む。南西部埋没谷

1 T'10T'11 Tで確認い

V' .10YR4/4 褐色上しまり強粘性中磯(φ3cm'φ1cm)多量、灰黄色粘土フ

ロック(φ5皿m)・炭化物(φ5剛)・樟色粒微量吉む。北東部埋没谷東壁T、南西部埋

没谷6Tで確露払

VI . 2.5Y7/3 浅黄色砂しまり硬い粘性なし際(ゆ 1cm~3cm)多量含む。

人ー♂
D.204.40m ・ ・D'

E2044Om ・ ・E

竺空プ112

。
1: 800 20m 百J;i!&i

第3図調査区全体図・基本土層図
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で確認された。尾根頂部に 2 号土坑と 5 号・ 6 号ピット、北西斜面に 3 号・ 4 号・ 6 号~8 号土坑と l

号~4 号・ 9 号~11 号ピット、南東斜面に 1 号・ 5 号土坑と 7 号・ 8 号ピットが分布しているが、規

則性や分布の特徴は見られなかった。埋没谷は調査区北東部の I区と調査区南西部のE区の南東斜面に

1か所ずつ確認された。 基本土層 調査範囲が北東←南西方向に長く、尾根中ほどから先端部付近ま

で含まれることから堆積状況に違いが見られると想定される。そのため、 I区調査区北東端部(第 3図

A、以下第 3図略)、 E区調査区西壁際 (B)、E区調査区の南斜面西壁際 (C) と平坦部西壁際 (D.E. 

F) の計 6か所で基本土層の確認を行った。 1層は表土で、ゴルフ場造成時に張られた芝生の床土であ

る。 E層はゴルフ場造成時になされた盛土で、大きく 3層に分けられる。 n1層は E区でのみ確認され
た黒褐色砂質土である。 n2層は明黄褐色土が主体となるものである。削平されたN層の土が利用され
たものと考えられ、地山と酷似していた。 n3層は灰黄褐色砂が主体となるものである。 B • Dの2か

所で確認されており、 Bでは亜層が見られる。 m層は暗褐色シルト質砂・褐色シルトが主体となるもの
である。北東部・南西部埋没谷でのみ確認されており、尾根頂部では削平され消滅したものと考えられ

る。 N層はにぶい黄褐色砂質土が主体となるものである。場所によっては喋が多量に含まれる砂諜層の

様相を示す。 v層は黄褐色砂質土が主体となるもので、亜層が見られる。 E層と同様、北東部・南西部
埋没谷でのみ確認されたが、 1 • m区の尾根頂部ではその土層まで至っていないと考えられる。 VI層は
浅黄色砂で、 E栗を多量に含む砂醸層である。砂諜層であることから最も深い地盤の土層であると考えら

れ、 E区の尾根頂部はかなり深く削平されたものと思われる。

第 3節土坑・ピット
今回の発掘調査では土坑 8基、ピット 11基が確認された。ピットは遺構数が少なく、掘立柱建物跡

や柵列などを構成するものは見られなかった。土坑については個別に記載し、ピットは遺構観察表に記

載する。

1号土坑 (第 4図、 PL. 2) 

位置 調査区北東部(1区)。 重複関係 なし。 遺存状態 南東側が調査区外にあるが、概ね良好。

覆土 上層は暗褐色士、下層は黒褐色土である。 平面形と規模 平面形は大半が調査区外にあるた

め不明である。規模は長軸 0.90m以上、短軸 1.82m以上、確認面からの深さは 33cm以上を測る。

長軸方向 N-330-W。 壁面 大きく外傾して立ち上がる。 底面 未検出のため不明である。

遺物 近代磁器と土師器片が出土したが、図示し得るものはなかった。 備考 大半が調査区外にある

ため性格は不明であるが、本遺構の南西側に一列に並ぶカクラン(現代植栽痕〉の直線上にあり、付近

に切り株があることから、本遺構も現代の植栽痕である可能性が高いと考えられる。

2号土坑 (第 4図、 PL. 2) 

位置調査区北東部(1区)。 重複関係 なし。 遺存状態 上部が削平されており、非常に浅い。

覆土 褐色砂である。 平面形と規模 平面形は隅丸長方形を呈する。規模は長軸 2.06m、短軸 0.98

m、確認面からの深さは 3cm~測る。 長軸方向 N-320-W。 壁面 非常に緩やかに立ち上がる。

底面 概ね平坦である。 遺物 なし。 備考 本遺構は、上部が削平され遺存状況が悪く、形態に

特徴がないことから、性格は不明である。出土遺物がないことから、帰属時期は不明である。

3号土坑 (第 4・5図、 PL. 2) 

位置 調査区北東部(1区)。 重複関係 なし。 遺存状態 上部が多少削平されたと思われる。

覆土 上層はにぶい黄褐色砂、下層は黄褐色砂である。 平面形と規模 平面形は円形を呈する。規

模は直径 0.61m、確認面からの深さは 22cmを測る。 長軸方向 なし。 壁面 大きく外傾して立ち

上がる。 底面 西側に向かつて緩やかに傾斜する。 遺物 なし。 備考 本遺構は、形態に特徴が

ないことから性格は不明である。出土遺物がないことから、帰属時期は不明である。

4号土坑 (第 4・5図、 PL. 2) 

位置 調査区北東部(1区)。 重複関係 なし。 遺存状態 上部が多少削平されたと思われる。

覆土 上層は暗褐色砂質土、下層は褐色砂質土である。 平面形と規模 平面形は隅丸長方形を呈する。

-7 
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2号土坑

l.lOYR4/4 褐色砂 しまり中粘性なし

!醍(φlcm~3cm'φ5mm)

y_Q含む。

1号士坑

1.10YR3/3 暗褐色土しまり強粘性中

にぶい明黄褐色砂(LlV-A)粒牒(φ1cm) 

微量含む。
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5号土坑

1.10YR4/4 褐色百品質土 しまり中粘性弱黒褐色土粒

灰黄色粘 tフロック(φ1cm)ー磯(φ3cm'φ1cm)微量吉む。
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5号土坑4号土坑3号土坑
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ぺ長〆
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3号土坑

l.lOYR5/4 にぶい黄褐色砂しまり弱粘性なし離(φ1cm) 

-J，'量含む。

2.10YR5/4 にぷい黄褐色砂 しまり中粘性なし。

3.10YR5/6 黄褐色砂しまり中粘性なし。

4号土坑
1.10YR5/4 にふ、、黄褐色砂しまり弱粘生なし傑(φ

1 cm)世量含む。

2.10YR5/4 にぶい黄褐色砂 しまり中 粘性なし。
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6号土坑

1.10YR5/4 にぶい黄褐色砂しまり中粘性なし灰黄色粘土

ブロック(φ5mm)磁(φ1cm)微量含む。
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7号土坑

呂号土坑

1.10YR3/3 暗褐色砂質土しまり強粘性弱牒(φ5mm) 

微量吉む。

2.10YR4/3 にぶい黄褐色砂しまり強粘性なし傑(φ1cm) 

少量、傑(ゆ 5cm)微量吉む。

3.10YR4/3 にぶい黄褐色砂しまり強粘性なし灰黄色粘土

粒牒(φ1cm)微旦吉む。

1m 1: 40 。
7号土坑
1.10YR4/4 褐色品質士 しまり中粘性中灰黄色枯土フロ

ック(ゆ 1cm)微量含む。

2.10YR3/4 にぶい黄褐色土しまり弱粘性強灰黄色粘土

粒・傑(φ1cm)微民含む。

3 号~8 号土坑平面図・断面図
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1 T 
盛 1 .lOYR5/8 黄褐色砂質士 しまり強粘性弱 ゴルフ場造成時の盛土。隊(φlcm~3cm)世岳、灰黄色枯土フロ yク(φ3cm) 樟色士7 口 iノク (φlcm)微最古む。褐色土フロッヲ(ゆ 5cm)あり。基本土居 rr 2に

対応する。

llli2 .10YR6/6 明黄褐色砂質土 しまり強粘性なし コルフ場造成時の盛土。喋(φlcm~3cm)也、量、灰黄色粘土フロック(φ3cm~ 5cm・o5mm) ・燈色正フロック(ゆ lcm~3cm)微量含むo基本土居 rr 2に対応する。

蕗3 .10YR4/4 褐色砂質土 しまり強 粘性なし ゴルフ場造成時の盛土。灰黄色枯土フロック(d>1 cm)・灰黄色粘土粒・磁(φ1cm)世量吉む。燈色土フロック(φ5cm)あり。基本土層rr2に対応する。
1 .10YR5/4 にぶい黄褐色砂 しまり弱粘性なし As-B軽石多量古む。

2T 

盛 1 .10YR4/3 にぶい黄褐色砂質土 しまり強粘性弱 ゴルフ場造成時の盛土。!醒(φ1cm)骨量含む。明黄褐色砂フロyク(φI叩)微量合む。基本土屑rr2に対応する。
盛2 . 10YR4/3 にぶい黄褐色日質土 しまり強粘性弱 ゴルフ場造成時の盛士。l醍(ゆ lcm)少阜、隊(φ5cm)微量含む。基本土屑rr2に対応する。
盛3 .10YR4/4 褐色出質土 しまり強 粘性弱 ゴルフ場造成時の怪士。傑(ゆ 5m回)多号、明黄褐色砂7ログク(ゆ 5cm)少量、明黄褐色砂フロッヲ(φ15crn)醗(φ1cm)微量含む。基本土居rr2に対応する。
盛4 . lOYR5/6 黄褐色砂質士 しまり強粘性弱 ゴルフ場造成舟の廃土。陳(ゆ 1cm)世臣、燈色土フロック〔φ1cm)・傑(ゆ 5cm)吉む。基本土屑ll2に対応する。

盛5 . 10YR5/6 黄褐色砂質土 しまり強粘性弱 ゴルフ場造成時の盛士。牒(φ1cm)少阜、明黄褐色砂ブロック(φ3cm} ・礁(φ3cm~ 5cm)含む。基本土居II2に対応する。

盛6 .10YR6/6 明黄褐色酎質士 しまり強粘性弱 ゴルフ場造成時町盛土。傑(φlcm~3cm)うか量、佐色土粒微量含む。基木土屑 rr 2に対応する。

llli 7 . 2.5Y6/4 にぶい黄色砂質土 しまり強粘性弱 コ7レフ場造成時の盛士。傑(φlcm)少量、明黄褐色砂プロック(φ1cm)微量含む。基本土層rr2に対応する。
盛8 . lOYR4/3 にぶい黄褐色砂質と しまり強粘性弱 ゴルフ場造成時の盛，1:0明黄褐色砂(φ3cm}・牒(rp3cm・dl1 cm)微量含む。基本土同日 Z層に対応する。

3T 

盛.lOYR5/6 黄褐色砂質士 しまり強 粘性なし ゴルフ場造成時の盛土。灰黄色粘土フロック(ゆ 3c叫・牒(ゆ 3cm)j，'阜、灰黄色粘土ブロック(φ5cm}棒色土フロyヲ〔φ3cm)・磯(ゆ 5cm)微量含む。基本土層
rr2に対応する。

盛2 .10YR4/4 褐色土 しまり強粘性弱 ゴルフ場造成時の盛二!。灰黄色粘土粒少量、灰黄色粘Tフロ yク(φ3cm)・指色土ブロック(φ1cm)'As-B軽石微量古む。基本土層rr2に対応する。

4T 

10YR4/3 にふ司、黄褐色出質土 しまり強粘性弱 黒色軽石岳、量、極色上粒・磯(φ1cm)微量含む。

lOYR3/2 黒褐色起質土 しまり中粘性弱 As-B軽石少屋、磯(φ1cm)微量含むo

盛 1 .10YR5/4 にぶい黄褐色副賞上 しまり強 粘性なし ゴルフ場造成時の盛土。明黄褐色砂質j粒灰黄色粘土ブロック(φ5岡市)少量、持色土フ、ロック(φ1cm)・磁(φ1cm)微量含む。基本土屑rr2屈に対応する。
盛2 . JOYR4/3 にぶい黄褐色砂質士 しまり強 粘性なし ゴルフ場造成時の盛上。灰黄色枯士フロッケ(ゆ 5mm)・傑(φ5岡市〕微量含む。基本士層ll2に対応する。

5T 

10YR3/2黒褐色砂しまり弱粘性なし黒色軽石(φ1cm~3cm、 As-Aヵ、)大量含む。

10YR4/3 にぶい黄褐色砂 しまり弱粘性なし 白色軽石(o1 cm、As-Aカワ大E吉む。
10YR6/3 にぶい黄色軽石しまりなし粘性なL As-B軽石縄問。

lOYR4/4 褐色砂質土しまり強粘性弱際(ψ1cm)多量古む。

盛 1 .10YR5/4 にぶい黄褐色砂質土 しまり強粘性弱 ゴルフ場造成時の盛土。灰黄色粘土ブロック(φ5mm) 褐色土ブロック(φ3cm) ・牒(φlcm~3cm)微量含む。基本士層 rr 2屑に対応する。
.2.5Y5/3 にぶい黄色鮮石 しまりなし粘性なし As-B斡石純層。

6T 

1 .10YR3/2 黒褐色土 しまり弱粘性なし 旧表土と思われる。

2 .2.5Y5/3 にぶい黄色焼石しまりなし粘性なL As-B軽石純居。

7T 
盛 1 .10YR5/6 黄褐色起質土 しまり中粘性弱 ゴルフ場造成時の盛土。牒(φ1cm)少E、牒(φ5叩)微量含む。基本土居ll2に対応する。

1 . lOYR4/2 灰黄褐色砂 しまりなし粘性なし黒色軽石多量含む。

2.5Y5/3 にぶい黄色軽石 しまりなし粘性なし As-B軽石純居。

. 10YR3/3 暗褐色砂質土 しまり強粘性なし As-B軽石少量、極色土粒・牒(ゆ lcm)微量吉む。

東壁T
盛 1 .10YR4/4 褐色砂質土 しまり硬い粘性弱 ゴルフ場造成時の盛二L明黄褐色砂質士粒 i一層に多量、灰黄色粘士ブロyク(d>5mm) 也、量、隣(φlcm~3cm)微量含む。基本土問 rr 2屑に対応する。
盛2 .7.5YR4/4 尚色砂質士 しまり硬い 粘性弱 ゴルフ場造成時の盛土。灰黄色粘土粒ー際(ゆ 1cm)微昌吉む。基本上層ll2に対応する。

盛3 .10YR3/4 暗褐色砂質土 しまり硬い粘性弱 ゴルフ場造成時の感士。醗(dJlcm~3cm)微量古む。基本土屑 ll2 に対応する。

盛4 .10YR4/4 褐色o質上 しまり硬い粘性弱 ゴルフ場造成時の盛土。As-B軽石・際(φ1叩)微量含む。基本土居rr2に対応する。
盛5 .10YR2/3 暗褐色砂質土 しまり硬い 粘性なし ゴルフ場造成時の盛士。As-B軽石少量含む。基本土層ll2に対応する。

盛6 .lOYR3/3 暗褐色土 しまり硬い 粘性弱 ゴルフ場造成時の盛士。灰黄色粘土粒・磁(φ5mm~φlcm)微量含む。基本土居 II 21こ対応する。

.10YR4/3 にぶい黄褐色砂質土 しまり硬い粘性弱 灰黄色粘土粒・様(ゆ 1cm)微量古むo

10YR4/4 褐色砂 しまり使い 粘性なし As-B軽石大量、褐色土ブロック(φ3cm)微量含む。

lOYR4/3 にぶい黄褐色砂 しまり硬い粘性なし As-B軽石多量、際(ゅ 5mm}微量含む。

10YR4/3 にぶい黄褐色砂 しまり硬い 粘性なし As-B軽石多量、軽石(φ1cm、As-A軽石か〕少量含む。

10YR3/2 黒褐色砂 しまり硬い粘性なし黒色惇石大量、磁(ゆ lcm)微量含む。

lOYR2/2 黒褐色砂質土 しまり強粘性弱黒色軽石(As-A軽石か)微量吉む。旧表上と思われる。

.2.5Y4/3 オリ フ褐色砂 しまり弱粘生なし As-B軽石多量、白色軽石(φ1cm、As-A軽石か)少量吉む。

2.5Y5/3 黄褐色軽石 しまり弱粘性なL As-B怪石純屑。

9 .10YR4/3 1こぶい黄褐色同質土 しまり強粘性弱樟色士粒・礁(φ1cm)微量含む。

10 .10YR2/2 黒褐色砂しまり強粘性なし

10' .10YR3/2 黒褐色砂質シルト しまり中 粘性弱 栓色土フロック(φ1cm)・磁(3cm)微量古むo

11 . 10YR4/3 にふ可、黄褐色砂しまり強粘性なし

11' .10YR3/3 暗褐色砂質シルト しまり強粘性中限(φ3cm)歩量、燈色土プロック(φ1cm)微量含む。

12 . 10YR2/2 黒色シルト しまり強粘性弱明黄褐色砂フロック(1cm)微E吉む。

規模は長軸1.95m、短軸1.01m、確認面からの深さは 12cmを測る。 長軸方向 N-420-E。 壁

面 北壁・東壁は外傾して立ち上がり、南壁・西壁は非常に緩やかに立ち上がる。 底面 凹凸があり、

北西側へ傾斜している。 遺物 なし。 備考 本遺構は、形態に特徴がないことから性格は不明であ

る。出土遺物がないことから、帰属時期は不明である。

5号土坑 (第 4・5図、 PL. 2) 

位置調査区北東部(I区)。 重複関係 なし。 遺存状態概ね良好。 覆土褐色砂賀土である。

平面形と規模 平面形は不整円形を呈する。規模は長軸 0.95m、短軸 0.82m、確認面からの深さは

11 cmを測る。 長軸方向 N-6r-w。 壁面 北壁・南壁・西壁は外傾して立ち上がり、東壁は非
常に緩やかに立ち上がる。 底面 概ね平坦で、東側へ傾斜する。 遺物 なし。 備考 本遺構の調

査後に盛土上に造られていることが判明したことから、本遺構は性格不明の現代遺構である。
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3T 
盛 1. lOYR5/4 にぶい黄褐色砂質土 しまり硬い粘性弱 ゴルフ場造成時の盛土。磁(φlcm)少量、黄櫨色土ブロyク(φ5mm)ー櫨色土フロlノク(φ

5 mm) 礁(ゆ 3cm~ 5cm)微量含む。基本土層II2に対応する。

盛2.10YR4/4 褐色砂質土 しまり硬い 粘性弱 ゴルフ場造成時の盛土。炭化物(φ1cm)・傑(φI叩)微量含む。基本土層II2に対応する。

1 .10YR3/3 暗褐色砂 しまり中 粘性中 黒色軽石CAs-A軽石ヵ、)世量含む。旧表土とL旦われる。

2 .2.5Y5/3 黄褐色怪石 しまり弱粘性なし As-B軽石純層。

3 .2.5Y5/3 黄褐色砂質土 しまり中粘性弱 As-E怪石多量、牒(ゆ 5珊)微量古む。

4 .10YR4/3 にふ0い黄褐色砂質土 しまり弱粘性弱 As-B軽石多量、離(φ5 珊~lcm)少量含む。

5 .10YR4/4 褐色砂 しまりなし粘性なし

5T 
盛 1.10YR6/8 明黄褐色砂質土 しまり硬い 粘性なし ゴルフ場造成時の盛土。燈色土ブロック(φlcm~3cm) ・灰黄色粘土プロック(φ3cm- 5cm) 

微量含む。基本土層TI2に対応する。

盛2. lOYR4/3 にふ可、黄褐色砂 しまり強粘性なし ゴルフ場造成時の盛土。褐色土ブロック(φ3cm-5cm)也、量、際(ゆ lcm)微量含む。基本土層ll2

に対応する。

1 . lOYR311 黒褐色砂しまり強粘性なし黒色軽石CAs-A軽石ヵ、)多量含む。

2 .10YR3/2 黒褐色砂しまり強粘性なし黒色軽石(As-A軽石か)多量吉む。

3 .10YR4/2 灰黄褐色軽石 しまり中粘性なし As-B軽石純居。
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盛 1.10YR6/6 明黄褐色土 しまり硬い 粘性弱 ゴルフ場造成時の盛土。磁(φlcm-3cm)生、皇、灰黄色粘土ブロ yヲ(φ1cm)・樟色土フロック

(φI叩〕・!醒(ゆ 500)微量含む。基本土層ll2に対応する。

盛 1a. 10YR4/4 褐色砂質土 しまり硬い 粘也窃コ7レフ場造成時の盛土。控色土ブロック(o5胴)磯(φ1cm)微量含む。基本土層ll2に対応する。

盛 1b. 2.5Y7/6 明黄褐色砂質上 しまり硬い 粘生なし ゴルフ場造成時の盛土。灰黄色枯土ブロック(φ1cm)・掩色土粒牒(φ1cm)微量含む。基本上
層II2に対応する。

盛 1c. lOYR6/6 明黄褐色砂質土 しまり硬い 粘性弱 ゴルフ場造成時の盛土。黄燈色土ブロック(φ5mm)・灰黄色粘土粒・燈色土ブロック(φ5mm)微星

含む。基本土居ll2に対応する。

盛 1d. lOYR5/4 にぶい黄褐色ITT質土 しまり硬い 粘性弱 ゴルフ場造成時の盛土o灰黄色粘土粒多量、黄檀色土ブロック(ゆ 5mm)樟色土粒微量含む。
基本土層II2に対応する。

盛2_ 10YR4/4 褐色土 しまり硬い 粘性なし ゴルフ場造成時の盛土。褐色士ブロック(φ3叩〕・灰黄色粘土ブロック(ゆ 5四〕世昼、明黄褐色士粒微量

含む。基本土層II2に対応する。

1 .10YR3/2 黒褐色砂 しまり強粘性なし黒色軽石(As-B軽石か〕世量、灰黄色粘土ブロック(o5mm)微量含む。

2 .10YR3/3 暗褐色砂しまり強粘性弱黒色軽石CAs-B軽石か)世量、磯(φ5mm)微量吉む。
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盛 1.10YR6/6 明黄褐色砂質土 しまり硬い 粘性弱 ゴルフ場造成時の盛土。灰黄色枯土ブロック(φ5cm)世量、灰黄色粘土ブロック(φ1cm)ー樟色土

プロック(ゆ lcm) ・様(φlcm~3cm)微量含む。基本土層 ll2 に対応する。

盛2. 10YR4/3 にぶい黄褐色出質土 しまり強 枯性弱 ゴルフ場造成時の盛土o明黄褐色fO質二iニブロック(ゆ 1cm)・灰黄色粘土位少量、灰黄色粘土プ
ロック〔φ5叩・ rt1 cm)微量吉む。基本土層II2に対応する。

盛3.10YR5/4 にぶい黄褐色砂質土 しまり強粘性弱 ゴルフ場造成時の盛土o灰黄褐色砂質土粒東側に少量、明黄褐色砂質土ブロック(ゆ lcm)・灰

黄色粘土ブロック(φ1cm)・灰黄色粘土粒微量含む。基本土層 II2に対応する。

盛4.10YR5/4 にぶい黄褐色砂質土 しまり中 粘性弱 ゴルフ場造成時の盛土。灰黄褐色砂質土粒・灰黄色粘土ブロックCo3cm)微量含む。基本土屑

ll2に対応する。

盛5_ lOYR6/6 明黄褐色土 しまり中 粘性中 ゴルフ場造成時町盛土。灰黄色粘土ブロック(ゆ 3cm・φ1cm)・樟色土フロック(φ1cm)微量含む。I醍(φ

3cm)あり。基本土層II2に対応する。

1 .10YR3/2 黒褐色砂質士 しまり中 粘生弱軽石CAs-B軽石ヵ、)・礎(φ5胴)微量吉む。旧表土と思われる。

2 .2.5Y5/4 黄褐色軽石しまり弱枯性なL As-B軽石純層。
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。10YR5/6 黄褐色R質土 しまり強粘生弱 ゴルフ場造成時の盛土。灰黄色粘土ブロック(φ5mm)・樟色土粒磁(φ3cm)微量吉む。基本土層II2に対応する。
2.5Y7/6 明黄褐色国質土 しまり硬い 粘性弱 ゴルフ場造成時の盛土。黄褐色百品質土(盛 1)粒・灰黄色粘土ブロック(φ1cm-3cm)微量含む。基本土層ll2に対応する。

lOYR6/6 明黄褐色o質土 しまり硬い粘比窃 ゴルフ場造成時の盛土。灰黄色粘土プ口、ノク(φ1cm)多量、黄褐色砂質士粒・燈色土ブロyク(φlcm)微量含む。基本t層II2に対応する。
10YR4/3 にぶい黄褐色砂しまり強枯性なし軽石CAs-B軽石か)也、量、磯〔ゆ 1cm)微量含むo

10T 

盛 l

盛2
盛2' 

1 
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盛1 lOYR6/6 明黄褐色国質土 しまり硬い粘性弱 ゴルフ場道成時の盛土。牒(φ1cm-3叩)ヨ量、D，黄色粘士ブロック(φ5胴)微量古む。基本土周II2に対応する。
10YR4/3 にぶい黄褐色砂質土 しまりrl' 粘性弱 燈色土粒・軽石(As-B軽石か)微量含むo

10YR4/3 にぶい黄褐色国質土 しまり強 粘性弱 ゴルフ場造成時の盛土。黄褐色土ブロック(ゅ 3cm-5cm)・磁(φ5mm-1 cm)也、豆吉む。基本土層 II2に対応する。

10YR5/6 黄褐色砂質土 しまり強粘性弱 ゴルフ場造成時の盛土。燈色土ブロック(φ1cm)ー牒(φ1cm)骨量、指色土プロック(φ3田)微量含む。基本土層II2に対応する。

10YR4/3 にぶい黄褐色砂しまり中粘性なしゴルフ場造成時の盛土。軽石ではない。

lOYR4/4 褐色砂 しまり中粘性なしゴルフ場造成時の盛土。軽石ではない。

12T 

盛 l

盛l'

盛Z

盛3

13T 
盛 1 10YR6/6 明黄褐色目質土 しまり硬い 粘性弱 ゴルフ場造成時の盛土。黄褐色品質土粒・褐色土粒7'ロック状軽石!醍(ゆ 1cm)告量、黄褐色砂質土ブロック(ゅ 1cm)灰黄色粘土ブロック(拳大・ゆ 5cm・φ

3cm)・櫨色士粒炭化物(φ1cm)微量吉む。基本土居ll2に対応する。

lOYR5/6 黄褐色目質上 しまり強粘性弱 ゴルフ場造成時の盛土心磁(拳大・φ1cm)微量吉む。基本土問II2に対応する。

10YR5/日黄褐色砂質土 しまり強粘性なしゴルフ場造成時の盛土。軽石燈色上フロック(ゆ lcm)磁(φ1cm-3叩)微量吉む。基本土居ll2に対応する。

10YR3/3 暗褐色目質上 しまり強粘性弱 ゴルフ場造成時の盛土羽藤(φ1cm)少量含むo基本土層II2に対応する。

10YR5/4 にぶい黄褐色軽石 しまり強粘性なし As-B軽石純層。

10YR5/6 黄褐色砂質土 しまり強粘性弱 As-B軽石微量含む。

1ST 

盛1

盛2

盛3
1 

2 

10YR5/6 黄褐色日質土 しまり強粘性弱 ゴルフ場造成時の盛土。磁(φ3cm-5四)少量吉む。基本土居II2に対応する。

10YR5/4 にふ九、黄褐色砂質土 しまり強 粘性弱 ゴルフ場造成時の盛土。牒(φ1cm)微量含む。基本土層ll2に対応する。

10YR5/4 にふい黄褐色砂質土 しまり強 粘性弱 ゴルフ場造成時の盛土。隊(ゆ 1cm)多量、指色土フロック〔ゆ lcm)牒(φ3cm---5cm)微量含む。基本土層II2に対応する。

10YR5/4 にぶい黄褐色砂質土 しまり強 粘性弱 コルフ場造成時の盛土。際(φ1cm)少量、磯(ゆ 5cm)微量吉む。明黄褐色砂フロック(事大)あり。基本土層II2に対応する。

10YR6/6 明黄褐色砂質土しまり強粘性中 ゴルフ場~成時の盛土a基本土層 II 2に対応する。

16T 

盛1
盛2

盛3

盛4

盛5

南西部埋没谷断面図②

qu 
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6号土坑 (第 4・5図、 PL. 2) 

位置 調査区北東部(1区)。 重複関係 なし。 遺存状態 上部が削平されており、非常に浅い。

覆土 にぶい黄褐色砂である。 平面形と規模 平面形は不整楕円形を呈する。規模は長軸 1.51m、

短軸1.00m、確認面からの深さは 4cmを測る。 長軸方向 N -65
0

- E。 壁面 非常に緩やかに立

ち上がる。 底面 概ね平坦である。 遺物 なし。 備考 本遺構は、形態に特徴がないことから性

格は不明である。出土遺物がないことから、帰属時期は不明である。

7号土坑 (第 4・5図、 PL. 2) 

位置 調査区北東部(1区)。 重複関係 なし。 遺存状態 上部が多少削平されたと思われる。

覆土 上層は褐色砂質士、下層はにぶい黄褐色土である。 平面形と規模 平面形は不整隅丸長方形

を呈する。規模は長軸 1.85m、短軸 1.20m、確認面からの深さは 14cmを測る。 長軸方向 N-50 

W。 壁面 北壁・南壁は大きく外傾して立ち上がり、東壁・西壁は外傾して立ち上がる。 底面

概ね平坦であるが、北西方向に傾斜している。 遺物 なし。 備考 本遺構は、形態に特徴がないこ

とから性格は不明である。出土遺物がないことから、帰属時期は不明である。

8号土坑 (第 4・5図、 PL.2'3)

位置 調査区北東部(1区)。 重複関係 なし。 遺存状態 上部が多少削平されたと思われる。

覆土 上層は暗褐色砂質土、下層はにぶい黄褐色砂である。 平面形と規模 平面形は不整楕円形を

呈する。規模は長軸 2.87m、短軸 1.52m、確認面からの深さは 9cmを測る。 長軸方向 N-4T-E。

壁面 南壁・東壁は外傾して立ち上がり、北壁・西壁は非常に緩やかに立ち上がる。 底面 概ね平

坦であるが、北西方向に傾斜する。北東・南西両端部に小穴が見られる。北東側は長軸 0.48m、短軸 0.34

m、底面からの深さは 5cmを測る。南西側は長軸 0.55m、短軸 0.36m、底面からの深さは 9cm;;r測る。

遺物 なし。 備考 本遺構は、形態に特徴がないことから性格は不明である。出土遺物がないこと

から、帰属時期は不明である。

第 I表 ピット観察表

遺構名 平面形
規僕 (cm)

覆土 出土遺物 備考 遺構名 平面形
規模 (cm)

覆土 出土遺物 備考
長車由 短軸 深さ 長軸 短車由 i柴さ

P i t 1 不整円形 26 21 14 A P i t 7 不整円形 57 53 17 D 

P i t 2 不整円形 49 42 32 B P i t 8 橋円形 81 42 36 E 現代遺構

P i t 3 不整円形 56 47 13 C P i t 9 不整円形 24 20 4 E 

P i t 4 楕円形 48 40 25 D P i t 10 隅丸方形 22 21 11 E 

P i t 5 不整円形 46 30 5 D P i t 1 1 不整円形 63 54 13 C 

P i t 6 不整円形 36 31 14 E 一A: Hj音褐色土 B 暗褐色砂質土 C 褐色砂 D 褐色砂質土 E にぶい黄褐色砂質土

第 4節埋没谷
I区調査区とE区調査区の 2か所の南東斜面で埋没谷が確認された。 1区調査区において、調査区東

壁際で確認された遺構と判断したものを半載した際に壁面が現れずどんどん広がっていく状況となっ

た。そのため、半載方向及び調査区壁際にトレンチを設定し掘削を行った結果、表土掘削の際に地山と

判断していたものの一部が盛土で、その下に埋没谷があることが確認された。それを受けてE区調査区

の南東斜面も見直したところ、こちらも地山と判断していたものが盛土で、その下に埋没谷があること

が判明した。

北東部埋没谷 (第 6図、 PL. 3) 

位置 調査区北東部(1区)。 覆土 上からゴ、ルフ場造成時の盛士、旧表土、 As-Aと思われる軽石

を含む土層・ As-B軽石純層、谷の自然堆積土の順に堆積し、一部で旧表土が見られない場所がある。

規模 幅 22.6m、長さ 18.2m以上、確認した面からの深さは As-B軽石直下で最深 36cm、底面ま

では 111cm以上を測る。 長軸方向 N-65
0

-W。 遺物 土師質土器の内耳鍋片 2点とかわらけ l

点が出土しており、 3点図示した。 備考 埋没谷の範囲を確認するため、東壁トレンチの他に 1~ 9 

トレンチまで設定し掘削を行った。 8・9トレンチは設定位置を誤り谷の立ち上がりを確認できなかっ

た。調査区東壁は谷の底面に近い位置にあたる。東壁トレンチの土層堆積状況を見ると、盛土は谷上場

の近くでは 5cmほどで、中央に行くにしたがって厚くなり 50cmほどとなる。盛土の下には旧表土と考

- 14 



えられる黒褐色土ゃにぶい黄褐色砂・砂質士、褐色砂質士、 As-Aと思われる軽石を含むにぶい黄褐色砂・

黒褐色砂が堆積している。その下に As-B軽石の純層が堆積しており、最厚 15cmの厚みでレンズ状堆

積の様相が見られる。このような堆積状況から、東壁トレンチ周辺ではAs-B軽石降下前及び降下後
に遺構が造られることはなかったと言える。 As-B軽石純層の下は、にぶい黄褐色砂質土・暗褐色砂

質シルトと黒褐色砂・砂質シルト・黒色シルトが互層をなして堆積している状況が確認され、谷の自然

堆積土と考えられる。東壁トレンチ西端部では盛土下面から 110cmほど掘り下げを行った。谷の底面は

確認できなかったが、これ以上の掘り下げは危険と判断したため掘削は行わなかった。また、東壁トレ

ンチでは As-B軽石純層下の土層から土師質土器の内耳鍋片 2点とかわらけ片 1点が出土した。北東

部埋没谷から出土した遺物はこの 3点のみであることから、埋没谷内部には遺構が存在しない可能性が

高いと考えられる。遺物は流れ込んだもので、周辺とくに尾根上部に同時期の何らかの遺構があったも

のと思われるが、尾根上部は削平されているため不明である。ゴルフコースに面している斜面であるこ

とから、尾根の入り組みを軽減するために盛土整形されたものと考えられる。

南西部埋没谷 (第 7・8図、 PL. 3) 

位置 調査区南西部 (III区〕。 覆土 上からゴ、ルフ場造成時の盛士、旧表士、 As-Aと思われる軽石

を含む土層・ As-B軽石純層、谷の自然堆積土のJ債に堆積し、旧表土の残っている場所は少ない。
規模 幅 33.4m、長さ 18.7m以上、確認した面からの深さは 3m以上を測る。北端部が北側に張り出

しており、張り出し部は幅 12.4m、長さ約 15mである。 長軸方向 N -59
0

- W。 遺物 なし。

備考 埋没谷の範囲を確認するため、 1 ~ 17 トレンチまで設定し掘削在行った。 2~4 ・ 7 ・ 9 ト

レンチは設定位置を誤り谷の立ち上がりを確認できなかった。 17トレンチは深さを確認するため当初

人力で調査を行ったが、かなり深くなることが確認できたため重機での掘削を行った。調査区東壁は、

谷の上方約 113付近にあたる。 17トレンチを重機で掘削した際、盛土の転圧がしっかりしたものでは

なかったため 1m強掘り下げた段階で斜面上方の壁面の崩落が発生した。当初は土層断面の写真撮影・

断面図作成を行なう予定であったが、 トレンチ内に入るのは危険と判断し盛土が除去された段階で箱尺

を入れて状況写真を撮影し、すぐに埋め戻しを行った。盛土の厚さは約 3.4mあり、すぐ下から As-B 

軽石が確認された。 As-B軽石純層及びAs-Aと思われる軽石を含む土層は谷の北側で多く見られるが、

南側では確認されておらず、旧表土と思われる土層も確認されていない。尾根の根本側である南側の標

高が低くなっている状況とも合わせると、南側がかなりの深さまで削平されたものと考えられる。ゴル

フコースに面している斜面であることから、尾根の入り組みを軽減するために盛土整形されたものと考

えられる。

第 5節出土遺物

本遺跡は、ゴ、ルフ場造成に伴い削平・盛土が行われていたため見つかった遺物の多くが近現代のもの

であった。その中でわずかに出土した縄文時代~近世の遺物のうち 20点を図示した。

縄文時代

lは縄文土器片である。外面に絡条体圧痕文 .RL単節縄文を施す。 2は形状から磨石、 3は形状から

石皿と判断した。ともに擦痕などの使用痕は不明瞭である。

古代

4は須恵器棄である。還元焔焼成で、外面は平行タタキメ、内面は同心円状当て具痕(青海波文)である。

中世

5は白磁碗である。 6は瀬戸美濃焼天目茶碗である。 7は瀬戸美濃焼端反皿と思われる。内面見込みに

鉄柏で文字のような紋様が描かれている。 8・9は土師質土器内耳鍋である。 8は口縁部、 9は体部で、

同一個体の可能性がある。 10は瓦質土器火鉢と思われる。外面体部に縦位ハケメが残る。 11~ 13は

土師質土器かわらけである。 11と12は同一個体の可能性がある。 14は形態・色から碁石と判断した。

近世

15 ~ 19は染付で、そのうち 17・18は陶胎染付と思われる。 15・16は皿である。 15は外面体中部・

体下部及び底面に l条ずつ、高台部に 2条の圏線が巡り、体上部に草木文と思われる絵が描かれる。内

面口縁部に太めの界線が 1条、見込み外縁に圏線 2条が巡り、圏線の聞に草木文と思われる文様が描か

R
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れている。 1 6 は内凶i見込みに!えが拙かれている 。 17 は腕で、外瓜i休下部に不191文様が怖かれ、 ~lj台自IS

に 2 条の問紛が巡る。 1 9 は腕で、外l耐に JI~'[本文が掛かれている 。

時JUJイミ191

20は形態から丸瓦と考えられる。21・22は鉄沖である。21はほぼすべてがガラス質になっている。

22は鉄分が多いように思われる。これらの辿物が山ヒしたことから、付近で小鍛'ff'iが行われていたも

のとJ5-えられる。
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第 6節まとめ
今回の発掘調査では、ゴ、ルフ場造成のため尾根は大規模に削平されたあと一部で盛土整地され、南東

斜面は入り組んだ地形をならすために谷を埋められていたことが確認された。調査区北東部(1区)の

尾根頂部は、平坦部は最大幅 5mほどと非常に狭く、馬の背状そ呈する。盛土の下には旧表土が存在し

ておらず¥地盤の砂楳層付近まで削平されていた状況である。確認された遺構は、現代の土坑とピット

が 1基ずつ、時期不明の土坑7基とピット 10基である。調査区中央部 (II区)の尾根頂部は、盛土の

下には旧表土が存在せず、地盤の砂醸層まで削平され、確認面ではブルドーザーの無限軌道(キャタピ

ラー)痕が確認された。調査区南西部 (rn区〉の尾根頂部も、盛土の下からは旧表土が確認されなかっ
た。尾根の付け根側であるにもかかわらず、先端に近い E区よりも標高の低い現状から、大規模に削平

されたと思われる。 E区 .rn区ともに遺構は確認されなかった。
今回の発掘調査範囲は、蔵人城跡の本丸とその南側の第二郭、本丸北側の腰郭、および北東に延びる

下郭が該当すると考えられる。尾根上部が大規模に削平されている状況から、蔵人城跡の遺構(郭)は

破壊され消滅してしまったものと考えられる。『安中市史 第四巻 原始古代中世資料編』によると、「昭

和五六年発掘調査(県教委)。一部在残し消滅。」とある。その発掘調査の内容は公開されておらず詳細

は不明であるが、今回の発掘調査成果と合致するものと思われる。 1区から確認された時期不明の遺構

が中世蔵人城の遺構の痕跡であるのか、現代の遺構であるのかは判然としない。

わずかではあるが出土した遺物には、蔵人城の存続時期を含む 16世紀代の天目茶碗・白磁碗や、中

世遺物と考えられる碁石があることから、遺構は確認されなかったが該期の人聞が活動していたことを

示すものと思われる。また、縄文土器片、土師器片、須恵器片、かわらけ片、内耳鍋片、近世磁器(染

付〉片が出土していることから、古くは縄文時代から蔵人域廃城後の江戸時代に至るまで人々の活動範

囲であったと推測できる。その他に製錬鍛冶津が出土していることから、時期は不明であるが小鍛冶が

行われていたと思われる。

蔵人城跡の場所については、今回発掘調査を実施した尾根ではなく、東隣のゴルフ場敷地外の尾根で

あるとの指摘も見られる。今回発掘調査を行った尾根はゴルフ場造成時に削平されたため元の地形が残

存しておらず蔵人城跡の遺構が消滅したと考えられる状況が明らかになったことから、東隣の尾根を踏

査して確認してみる価値はあるものと考える。
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挿図 番号 出土位置 種別・器種
法量 (cm)

胎土 焼成 色調 器形、成・整形、文様等の特徴 遺存状況
口径 底径 器l司

9図
I区 縄文土器

[4.4J 密 良好 明赤褐色 外面絡条体圧痕文、 RL単節縄文。 内面ナデ。 体部破片I 
カクラン 深鉢

I区
須恵、器褒 [5.2J i密

還冗焔
褐灰色 外面平行タタキメ。 内面同心|引:当て具痕(青海波文)。 体部破片9図 4 

カクラン 焼成

外面。ロクロ整形後青みがかった透明粕施袖。高台端部露目台。内面。ロ 体中部 1/4
I区

白磁碗 (2.6) [3.1J 密 良好 クロ整形後透明粕施制。高台端部に砂粒付着。外面に黒色点が見られ、 {本一ζ部~9図 5 
カクラン

二次被熱の可能性がある。 高台部 112

I区 瀬戸美濃焼
[2.2J 密 良好 黒褐色 外内面 白クロ整形後鉄柚施紬。 破体部片9図 6 

カクラン 天目茶碗

瀬戸美濃焼か にぶい
外面 体上部ロクロナデ。体下部~底部回転ヘフケズリ後品台貼付。吊 体上部 1110

I区
台部ロクロナデ。 内面:ロケロナデ、自然袖付着。見込みに鉄袖によ9図 7 (7.0) [2.7J 密 良好 体下部~

カクラン 端反皿 黄櫨色
る施文、文字か。 高台部 114

I区 土師質土器
密 良好 灰黄色

内耳鍋。外面 ロクロナデ。口縁端部面取り。 内面白ロクロナデ。 9
口縁部破片9図 8 [4.1J 

埋没谷東壁T 内耳土器 と同一個体の可能性がある。

I区 土師質土器
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E区 土師質土器
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E区 土師質土器
[1.2J 密 良 樟色

外面 体部ロクロナデ。底部回転糸切り。 内面。ロクロナデ。 11と
底部破片9図 12 

カクラン かわらけ 同一個体の可能性がある。

I区 土師質土器 体下部~
9図 13 (6.6) [1.9J ，包』 良好 控色 外面体部ロクロナデ。底部回転糸切り D 内面 ロウロナデ。

底部 1/4I 埋没谷東壁T かわらけ

染付
外面 体上部草木文の下九圏線1条。体下部・底部閤線1条。両台部圏

日図 15 E区表土 (13.0) (7.6) 3.1 密 良好 線2条。 内面。口縁部太い県線I条。体部草木文。見込み外縁圏線Z 11自
高台付皿

条。見込み無文。

I区
染付皿 [0.8] 密 良好 外面。無文。 内面。 !il子文。 高台が付く可能性があるD 底部破片|日図 16 

カクラン

染付碗 密 良好
胎陶染付か。外面体下部草木文か。両台部圏線2条。両台端部無紬。 休下部~

9図 17 田区平坦部 (4.0) [2.4J 
内面無文。 高台部 113

9図 18 E区表土 染付碗 [4.0J 密 良好 目白陶染付か。外面 口縁部線描。 内面。無文。 口縁部破片

日図 19 E区表土 染付碗 [2.7] 密 良好 外面.草木文か。 内面無文。 口縁部破片

I区
丸瓦か

長 市高 厚
密 良好 黒褐色 外内面ナデ、ヘラナデ。 破片9図 20 

カクラン [7.5] [11.5J 1.6 

出土鍛冶関連遺物

器形、成・整形等の特徴

部鉄分があるほかは全てガラス質。

出土石製品

挿図 番号 出土位置 種別
法量()推定 [J 遺存

石質 器形、成・整形等の特徴 遺存状況
長さ (cm) 幅 (cm) 厚吉 (cm) 重さ (g)

9図
I区

磨石か 安山岩か 上下両端に敵打痕と思しき窪みが見られる。 完形2 9.2 8.4 6.3 688.7 
カクラン

9図
I区

石皿か 泥岩か 磨り面と思われる円形の窪みがあり、その面には砂粒が付着している。 完形3 18.0 13.8 5.3 1352.3 
カクラン

9図
I区

碁石 チャートか 完形14 1.7 1.6 0.4 1.7 
カクラン
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